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【研究の動機】 

私は、小学 2 年時から高校 3 年時までモダン

バレエやモダンダンスを行ってきた。そして大学

入学と同時に「なんとなくかっこいい」という思いか

ら、長い間憧れを抱いていたストリートダンスを始

めた。ストリートダンスを始める以前、ストリートダン

スは、「ただの遊び程度で軽々しい」「不良」「近

寄りがたい」という負のイメージが大きかった。 

現在、ストリートダンスを始めて 4 年が経過する

が、各ジャンル数々の動きの起源などの歴史があ

ることを知った。その歴史を知ることは、それまで

のストリートダンスに対する浅はかな考えを払拭し、

真摯に取り組むきっかけとなった。さらに現在日

本において、ストリートダンスは発展の一途をたど

っている。テレビで多くのダンサーが起用されたり、

ストリートダンスイベントも全国各地で開催されたり

と、盛り上がりをみせている。日本国内でどのよう

な歴史があって現在のようなストリートダンスシー

ンが成立しているのか、非常に興味があった。 

しかし、日本の一般の社会では、私が当初スト

リートダンスに対して持っていたイメージと同様の

固定概念があるように考えられる。海外発祥のス

トリートダンス文化を、日本国内でさらに発展させ

るには今後どのような姿勢が必要なのかを考察し

たい。 

 

【研究の目的】 

ストリートダンス発祥の地である、アメリカにおけ

るストリートダンス文化の歴史、今日ストリートダン

スの中でもメジャーな各スタイルの歴史、日本に

おけるストリートダンス文化の歴史を明らかにす

る。 

また日本のストリートダンスの現状を考察し、そ

の中にある問題点を明らかにする。そこから、日

本におけるストリートダンス文化を発展させ、真の

文化として根付かせるために必要な姿勢を考察

する。 

 

【研究の方法】 

書籍や雑誌、インターネット資料を参考とした

研究を中心とする。また、現役ストリートダンサー

へのインタビューを行い、現状や課題点を研究す

る。 

 

【各章の概要】 

第 1 章 ストリートダンスの歴史 

アメリカにおける黒人ダンスから、ストリートダン

スそのものの起源を明らかにする。そして現在スト

リートダンスの中でもメジャーである、ロッキング、

ポッピング、ブレイキング、ニュースクールヒップホ

ップ、ハウスの、起源や伝播の過程を述べる。ま

た、それらの動きや技の由来等を、社会的背景を

含めて説明する。 

第 2 章 日本におけるストリートダンス文化の歴史 

1960 年代から 1990 年代までのストリートダンス

文化の歴史を述べる。日本のストリートダンス文

化は、「踊り場」から始まった。米軍基地の黒人米

兵が踊り場に通い始めたことで、日本にソウルミュ

ージックが広がった。その後、ラジオ、テレビ、映

画等により、ストリートダンスが広く知れ渡った。ア

メリカから移入された文化であるため、アメリカで

の出 来 事 等 を並 列 して、伝 播 の過 程 を説 明 す



る。 

第 3 章 日本におけるストリートダンス文化の現在 

2000 年以降のストリートダンス文化の現在を述

べる。近年大規模なコンテストやバトルが開催さ

れたり、地方自治体の理解を得て地域ごとにイベ

ントが開催されたりしている。一方で、ストリートダ

ンサーのマナーやモラルの低下が目立ち、活動

場所が使用禁止になったり、ダンサーの社会的

地位の低さなどが問題となっている。現役ストリー

トダンサーへのインタビューを含め、現状のプラス

面とマイナス面を考察する。 

結章 日本におけるストリートダンス文化の未来 

本章では第 1 章から第 3 章までの総括を行い、

第 3 章で挙がった問題点の改善策を考察する。

そして、今後日本において、ストリートダンスが真

の文化として根付くために必要な姿勢を、現役ス

トリートダンサーへのインタビューと自らの視点で

考察する。 

  

 


